
















　昔の久野川は，曲がりくねって流れていました。大
水になると，たびたび水害をおこして田畑をあらし，
村の人々を苦しめてきた川でした。
　今からおよそ100年前(1923年)に，関東大震災が
ありました。家や道などがこわれただけでなく，川の
ていぼうもくずれてしまったので，村の人々は，久野
川耕地整理組合をつくり，これをなおす工事に取りか
かりました。
　工事は，1924年12月に始まり，７か月ほどで完成
しました。川になるところを２mほり下げて，長さお
よそ２kmのまっすぐな新しい川をつくっていきまし
た。ほり出された土や石は，昔からの川のうめ立てや
ていぼうづくりに使いました。
　この工事で苦労したのは，費用のことでした。国か
ら出るお金がへらされたため，足りない分は銀行から
お金をかりて，組合の人たちはそれを毎年返していき

ました。
　そのため，役員の人たちはとてもつらい思い
をしてきました。
　左の写真は，兎河原橋のたもとに置かれ，川
づくりに努力した先人を伝える碑です。その碑
には，川のはんらんに苦しめられてきた歴史
と，新しい川づくりに立ち上がり完成させた先
人のがんばりがかかれています。また，曲がり
くねった昔の久野川と，直線状になおされた新
しい久野川とが図で示されています。
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二宮金次郎（尊徳）の主な年表

西暦
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栢山村に生まれる
酒匂川の大こう水で田を流される
父利右衛門死す
母よし死す
田９畝を買いもどす
家老服部家に仕える
藩主大久保忠真に表彰される
桜町へ移り立て直しを指導する
成田山にこもる
忠真に立て直しを報告
小田原藩のききんを救う
曽比村立て直しをする
幕府の役人になる
利根川分水路測量調査をする
尊徳と名のる
日光領の立て直しをたのまれる
日光市今市で死す
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せいだお金で松苗を買いました。
　そして「洪水がおきそうな時に，松
を切りたおしてならべれば水の勢いを
弱められるだろう｡」と考え，酒匂川
のていぼうに植えました。このよう
に，少しでも人のためになるように考
えて実行しました。

　13才で父を，15才で母をなくした金次郎
は，おじさんの家にあずけられました。夜,
勉強するには明かりに使うあんどんの油が
必要です｡そこで一握りの菜種を仙了堤にま
いたところ,次の年の初夏には約７升(12.6ℓ)
のしゅうかくがありました。それを菜種油

に代えて勉強を続けました。
　また，田植えの時にすてられた苗を拾い集めて，あれ地をたがやして植
えました。
　そして，秋には１俵(約60kg)を次
の年には５俵の米をしゅうかくしました｡
｢小を積んで大となす｣（積小為大＝小
さい事を積み重ねて，やがては大きい
ことを成しとげる）という尊徳の教え
は，このような自然の力を生かす工夫
と努力から学んだといわれます。
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　金次郎（尊徳）は小田原のとの様大久保忠真に，桜町領（今の栃木県真岡市）の立
て直しを命じられました。そこの村々は，田畑もあれはて村人の心もすさんでいまし
た。金次郎（尊徳）は家や田畑を売りはらい一家で桜町にうつり住み，村の立て直し
に当たりました。まず，その村の土地のようす，水の便，気候，村人のくらしぶりを
たんねんに調べました。そして，米の取れ高を調べて，との様に年貢（お米ではらう
税）を低くおさえてもらい，余ったしゅうかくの分は村の立て直しに使うようにしま
した。そして，毎日まだ暗いうちから起き，村を回って早起きをすすめ，作物の育
ち，田畑の様子を見て回りました。また，よく働く者には米や農具をあたえてほめ，
村人のやる気を出させました。
　また，自然のめぐみにかんしゃしその力を生かす努力の大切さを教え，むだをなく
ししゅう入にあったくらしをし（分度)，あまった分をたくわえ世の中のため人のため
に譲る（推譲）生活をすすめました。
　こうした苦労と努力の積み重ねにより,10年後には桜町はゆたかな村に立ち直りました｡
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博物館の館長さんの話



　金次郎（尊徳）は小田原のとの様大久保忠真に，桜町領（今の栃木県真岡市）の立
て直しを命じられました。そこの村々は，田畑もあれはて村人の心もすさんでいまし
た。金次郎（尊徳）は家や田畑を売りはらい一家で桜町にうつり住み，村の立て直し
に当たりました。まず，その村の土地のようす，水の便，気候，村人のくらしぶりを
たんねんに調べました。そして，米の取れ高を調べて，との様に年貢（お米ではらう
税）を低くおさえてもらい，余ったしゅうかくの分は村の立て直しに使うようにしま
した。そして，毎日まだ暗いうちから起き，村を回って早起きをすすめ，作物の育
ち，田畑の様子を見て回りました。また，よく働く者には米や農具をあたえてほめ，
村人のやる気を出させました。
　また，自然のめぐみにかんしゃしその力を生かす努力の大切さを教え，むだをなく
ししゅう入にあったくらしをし（分度)，あまった分をたくわえ世の中のため人のため
に譲る（推譲）生活をすすめました。
　こうした苦労と努力の積み重ねにより,10年後には桜町はゆたかな村に立ち直りました｡

そん とく

そん とく

おお く ぼ ただ ざね さくらまち とち ぎ も おかりょう

めい

さくら

べん

ねん ぐ

あま

のう ぐ

ぶん ど

ゆず すいじょう

つ さくら

博物館の館長さんの話


